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我々は、野辺山 45m電波望遠鏡に搭載されたマルチビーム受信機BEARS（25 - BEam Array Receiver System）
を用いた近傍銀河の 12CO(1-0)マッピングサーベイの実行中である。今回、このプロジェクトの結果の一部であ
る IC 342の結果について報告する。
IC 342は距離約 2Mpcにある棒状渦巻き銀河である。この銀河はほぼ face-onでHubbleタイプが SABcdに分
類されているが、銀河面付近に位置するため、光の観測等では barの構造ははっきりしていない。過去の電波干
渉計によるごく中心領域の観測によると、中心からのびるオフセットリッジが観測されており、これは bar銀河
の中心に特有の構造である。しかし、干渉計の視野は狭いため (∼ 2′)、barの全体構造は明らかではなかった。今
回、我々の観測では約 10′ × 10′の領域を 10′′グリッドでマッピングした。ビームの半値幅は約 15′′(∼ 9kpc)であ
る。この観測の結果、(1) 中心領域に干渉計で観測されているオフセットリッジ、(2) 中心から約 1.5′離れた位置
にみられるガスの集中 (これは、bar-endに対応すると考えられる。)、 (3) (2)からのびる渦状腕に沿ってのガス
分布、が認められた。これらは barに特徴的な構造であり、大きさ約 3′ (∼ 2kpc)のœ! 矚ぢに対応すると考えら
れる。等速度図においてもこれに対応する non-circular motion がみられた。また、COの渦状腕は、近赤外線や
21cm連続波での観測と良く一致しているが、barの南側から伸る腕は北側からの腕に比べて強いCO強度を示し
ている。


